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栃木縣鹿沼地方マンガン鉱床調査報告
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Hiromich至Miyamoto，Hirosh圭Takase＆Shuji　Maruy3ma

　　Ma盤ganese　deposits　occurreq　in　Paleozoic　system　　at　K：anuma，district，　Tochi言i

Prefecturearesurveyedbythewritersin1953．Thesedep・sitsare・・fhyd士・thermal
d6P・s圭ts・f負ssure章11ingandreplacement，6・nsisting・ftw・types・fhighand1・wtem－
peratures．　The　country　rocks　of　the　high　temperature　type　are　affecte（i　consi（ierab玉y　by

thermal　metamgrphism，especially　in　the　neighbourhood　of　Takahira　mine　which　sufferd

remarkable　effects．But　those　rocks　of　the　IOw　temperature　type　nearly　can　not　be　almost

recognized　as　thermal　metamorphism　by　naked　eyes・　Ores　of　t灘e　high　temperature　tyPe

consist　o£rhodochrosite　and　manganese　silicate　minerals（rhqdon呈te，tephroite，manganese

gamet　etc．）Most　of　the　low　temperature　type　are　gray，colored　manga且ese　carbonates．

要　　旨

　　　昭和28年2月27日より・21日間，栃木県鹿沼地方の

　　マンギン鉱床を調査した。調査に際しては母岩の熱変成

　　度に重点をおき・，．調査地として永野村山口附近（永野お

　　よび第一永野の両鉱山）・粕尾村発光路附近（大百川ρ宝

　　沢・笹平・発光路の各鉱山）および加蘇村高平鉱山附近

　　を選んだ。鉱床は古生層中に胚胎する裂罐充填性ないし

勧　　交代性の熱水鉱床で争概して雁行状に配列する鉱体より

　’なる。延長50m以上に達する鉱床は本地域内において、

　　・は大規模のものに属レ，最大のものは高平鉱山の第二鉱

　　床で，90m以上におよぶ。断層に沼‘う鉱床は概して鑓

　　幅1mに蓬することは珍しく，鉱石も低品位のがり鉱よ

　　りなることが多く，鉱況は劣勢である。母岩の熱変質作

　　用の著しい場合は概して高温型，その影響がほとんど認

　　められぬ場合は低温型の鉱床である。発光路附近の粕尾

　　川筋がほ黛両型賦存の境界をなし，北東方に高温型，南

　　方に低温型の鉱床が多い。高温型の鉱石にはバラ輝石・

　　テフロ石・マンガン柘榴石等のマンガyの珪酸塩鉱物が

　　多くまじり，低温型の場合は灰色系の尿マンが多い・見

　　込品位Mn45％以上の鉱石はほとんど見受けられぬ・

　　高温型の鉱石中にはS三〇240％以上の・ものが相当に多

　　い。調査鉱床中最も有望なのは高平鉱山の主要鉱床と考

　　えられ，他にも延長上および下部に相当期待がおけるも

　　のがあるQ

＊鉱床・部

1．緒　 言

1．1調査目的
本調査は栃木県鹿沼地方のマソガソ鉱床に関する資料

蒐集および技術指導を目的とし，特にマンガソ鉱床の形

態および母岩の熱変成作用と鉱床との関係に重点をおい

たdこの目的のために調査地として高平鉱山附近・粕尾

村発光路附近・永野村肉口附近を選んだ。既往の調査と

しては栃木県庁による図幅調査および東大学生の実習に

よる地質調査がある。鉱床調査としては高平鉱山附近の

加蘇鉱山に関する吉村豊文の調査があるだけで，他には

ほとんど鉱床調査が行われていない。

1．2調査期問
　自昭和28年2月27日，至昭和28年3月20日

た黛し宮本のみは昭和28年3月15日までである6

1．3調査班員
班員は3名で，その氏名および分担は下記の通りであ

る。

　宮本弘道　全体の総括および高平鉱山附近の地質鉱床

　　　　調査
　高瀬　博　粕尾村発光路附近の地質鉱床調査

　丸山修司　永野村山口附近の地質鉱床調査

　1．4調査精度
　概査

　　地形図　　2，000（・3，000分の1

　　坑内図　　　200～500分の1
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第，1圓　位置凌通圃

鉱山名

永　 野

第一永野

．発光路

大百川
笹　平
宝　　沢

高　平

鉱区番号

採94，試4437

試4401

採141

試3382

試4514

採164

鉱　　業　　権　　者

氏 名

関東金属鉱業KK

中　島　竹　治

関東金属鉱業KK

中島鉱業KK
平　山　伝　治

伊　東　芳松

住 所

東京都中央区京橋3の1

栃木県上都賀郡永野村

東京都中央区京橋3の1

栃木県上都賀郡真名子村

栃木県足利郡菱村上菱

東京都中野区上原町28

鉱区所在地

永野村
　〃

粕尾村
永野村
粕尾村

　〃
加蘇村

現況

2．調査鉱出

調査鉱山に関する要項を示せば上表の通りである（第

1図参照）。

3．地　　形

　本地域は足尾山塊の東部地域に属し，横根山（海抜標

高1，372．3m）より南西方に4～5条の山脈が走り，南

西方に向うに従い，その高度を減じ，永野村山口附近・

中粕尾・中粟野・加蘇村加園附近に至つては海抜標高

500m以下の丘陵性の地形となる。これらの山脈の間を

荒井川・粕尾川・永野川等の河川が南西方に流れ，いず

れも利根川に合流する。トラック道路がこれらの河川に

沿つ七あり，かつ調査鉱山はこれらの河川の流域に位す

るので一部にトラック道路までの搬出を木馬・軽索等に

一よらなければならぬ所もあるが，二般にはきわめて搬出

に便である。高平鉱山附近においては谷斜面は300近く

の傾きを示すところがあり，調査地域中最も急峻な地形

休山

〃

稼行

休山

稼行
，ク

〃一

を示し，珪質岩類は処々に高さ20m以下の急崖をつく

つている。その他はおおむね谷斜面の傾きは20。以下

である。’現場の位置が附近のトラック道路よりの比高

50m琢上に蓬するのは，発光路鉱山の200mおよび

笹平鉱山の80m位である。、稼行上搬出に困難するのは

大百川鉱山のみでこ玉は永野村与錫よりのトラジク道路

の建設を侯つよりほかないようである。選鉱用水は発光

路および笹平鉱山の現場以外は不自由しない。

4．地　質

4．亘地質概説
丁
地
質 はおもに粘板岩層・チャート層・硬砂岩層等より

なる古生層で，本地域の基撃をなすと考えられる閃雫花

崩岩は，横根山附近・高平鉱山の北方等に露出する。本

花嵩岩は古生層を貫ぬき，高平鉱山附近においては古生

層に著しい熱変質作用を与えている・これに反し永野村

山口附近および狛尾村発光路附近においてはその影響は

肉眼ではほとんど認められない。宝沢鉱山附近には主と
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して花崩岩礫よりなる礫層が分布し古生層を覆う・てい

るQ

。4，2古1生麿
粘板岩層はおもに黒色片状・黒色塊状砂質・塊状珪質

・淡黄緑色板状等の粘板岩よりなり，チャート・珪岩・

硬砂岩・石灰岩等の薄層を伴う。チャート層はおもに塊

状および板状の灰黒色ないし暗黒色のチャートよりな

り，粘板岩・硬砂岩等の薄層を伴ない，笹平鉱山附近で

は赤色チヤートが認められる。板状チャートは概して粘

板岩の薄層と互層をなすことが多く，発光路附近におい

てはチャート層と粘板岩層との漸移帯にかかる互層が発

達する。硬砂岩層はおもに黒色ないL灰黒色の細粒ない

し中粒の緻密な硬砂岩よりなり，永野鉱山附近において

は黒色のチャートおよび粘板岩の薄層を伴なう。

変質粘板岩は高平鉱山附近に発蓬し，黒雲母・緑閃石

・篁青石・柘榴石・ピ芦石等を伴ない，特に篁青石を含

む董青石ホルソフエル，スが藤蔓沢附近に発達する。発光

路附近の粕尾川筋の古生層中には緑泥石が認められる軽

度の熱変成作用を受けている箇所がある。永野村山口附

近には絹雲母様の鉱物を伴う古生層が多い。

　　　　　　　　イ4．3地質構造
．各地域の古生層の走向および傾斜は下表の通りである

て第2・8・10・14・15の各図参照）。

の断層が多い。他に永野鉱山附近においては走向N3G～一

400Wの断層，発光路および高平鉱山附近においては走

向N40～600Eの断層がそれぞれ発達する。いずれもず

れは10m以下のものが多いが，例外と、して高平鉱山附

近の東西性の断層中20m程度のずれを示すものもあ

る。

大林附近・川久保附近・永野鉱山附近の古生層はおお

むね単斜構造をとり，川久保附近の板状チャート層中に

は層間摺曲が発達する。発光路鉱山附近および大百川鉱

山の東部には走向N30＾》50。Eの向斜軸および背斜軸が

認められ，著しい惚曲が発達する。他に藤蔓沢において

は走向：N400Eの向斜軸および背斜軸，永野鉱山におい

ては走向臥Wの背斜軸が認められるρ

地　劇走 向

　　　　大林附近 概して　N500E
川久保附近　　〃：N20～400E

永野鉱山附近　　〃N70。E～EW

発光路附近　　ク：N10～30。E

高平鉱山附近　　〃：NS～N40。E

傾 斜

喝70～85。S

30～400S

60～900S

60～800SまたはN

50～80QSまたをよN

’古生層中には東西および南北またはそれらに近い方向

、5．鉱　床

5．1鉱床概論
鉱床は古生層中に胚胎する裂擁充填性ないし交代性の『

熱水鉱床で，スカルン鉱物を伴なう高温型とこれを伴な、

わぬ低温型との2種類に分けることができる。発光路附

近において昧宝沢および笹平の両鉱山を結ぶ線，すなわ

ちほ黛粕尾川筋より北東方に主として高温型，南方に低

温型の鉱床が賦存する。鉱床はレンズ状および板状の鉱

体の集りよりなり，その集り方は概して雁行するものが

多い。大百川および高平の両鉱由附近には断層に滑う鉱

床が見受けられ，鉱況は概していずれも劣勢である。

おもな鉱床の要素を表示すれば下表の通りである。

5．2母岩およびその変質

母岩は概して粘板岩の薄層を伴うチャートであること

が多い。鉱床の母岩は笹平鉱山においては硬砂岩の薄層

を伴なう赤色のチ†一ト，永野鉱山においては硬砂岩お

よび板状チャート，第一永野鉱山においては珪岩および

鉱　 床　　名

高平鉱山第プ鉱床
　ケ　　第二鉱床

宝沢鉱山稼行鉱床
発光路鉱山　〃

大酉川鉱山八重垣鉱床

　グ　大益鉱床
　〃　大益南鉱床
笹平鉱山稼行鉱床
永野鉱山主要鉱床

大林の鉱床
川久保の鉱床

走　　向

珂800E～EヨV

N800W
N40《プ500W

N500E
N100E
：N400W

N　10～200　E

N　30｛ゾ400　E

EW～NNW．
：N500E

N　20～400　E

傾 斜

50～70QS
700S

70～800N
．
、 50～800NまたはS

700W
800S
70QW
800：N

70戸）900N40＾》800S

70＾・850S

30～400S

延長（m）駅藷最轟幅（総1傾羨長（m）

73

97

30

60

60

40＋

30＋

40＋

20～40

30＋

10～20

20

10～．20

10＾ノ20

5～10
2～

　4＿
　2＋

　1＋
　1．5

　2

　2

平均0．7

　1．5、

　1．5

15

15

10《ノ20

10

5戸》10
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チ、ヤートである。

上盤は概して粘土化，下盤は珪化の諸作用を受ける

が，高温型の鉱床においてはその変質度が下盤に関する

限りは著しく，低温型の場合は概して弱く，肉眼的には

その豪質が認められぬ場合がある。緑泥石化・黒錯盤化

等の諸作用を受けて油肌となるものが上盤において認め

られ，珪化作用の著しい場合には黄鉄鉱化作用を伴なう

ことがある。川久保の露頭においては赤白珪石が母岩と

なり，高平鉱山の下盤は概して角礫状構造をもつてい

る。

5．3鉱石
高温型の鉱石はおもにバラ輝石・テフロ石・マンガソ

柘榴石・菱マソガン鉱等よりなり，、マソガy角閃石・マ

ンガン輝石・硫マンガン鉱・緑マンガン鉱等のマソガソ

鉱物を伴なう。脈石としては黄銅鉱・硫砒鉄鉱・方解石

・石英・鉄閃亜錯鉱璽石綿等があげられる。その他に酸

化マソガン鉱（硬マンガン鉱・軟マンガン鉱。マンガソ

土等を主とする黒色のマンガン鉱）・ペンウィス石等の

マンガン鉱物も認められる。鉱石としては「あづき」（菱

マソガン鉱を主とする鉱石であるが，バラ輝石・テフロ

石等が少量混入していわゆる小豆色を呈する鉱石）『およ

び「ばらき」（バラ輝石を主とする鉱石）が多い。

低温型の鉱石は主として菱マソガン鉱よりなり，バラ　・

輝石が比較的多く混ずる部分があり，概して灰色系統の

炭マソ（菱マyガソ鉱が主体となるマンガソ鉱石である

が，肉眼的にはほとんど結晶質であることが認められな

いような外観を示す鉱石が多く，微粒の他のマンガン鉱

物を伴なうのが普通である）が多い。その他に酸化マシ

ガソ鉱・石英・方解石・ペソウィス石・黄鋼鉱等を伴な

う。

ガ

⑭昇出沢坑、

0 50 呈00』

鯛レ．

　　　　　　　　思

□、β嬬匿…ヨ与ヤート

　　　　　　＿・　断屡　ノー走向碩斜　》節理、

第2圖　永野鉱山地匠地形地質圖
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6。各　　論

　6．1尿野鉱山

　6、亙，亙位置および交通（第1図参照）

　旧坑の位置　栃木県上都賀郡永野村山口字弓立

　　　　　両毛線栃木駅の北方20km

　旧坑に至る径路

　　　　　　　バ　ス　　　徒歩
　　　　栃湘駅23km→山ロー2石颪一→旧坑

　6．1．2滑革
　明治22年高島虎蔵および大島画蔵が露頭発見の上約

1力年稼行Lた。その後田浦・高橋等の手を経て大正6

年斎藤蜘一の時代に至り，初めて炭マゾが稼行され，相

当の出鉱量を見たが，大正7年に至り休山した。大正11

年頃鉄興社の経営に移り，約5年間にMn40％以上の

炭マシが日に10t以上も出鉱された。昭和21年に至り

鉱石品位は低下し，炭マリソ：Mn38％以上のものが月に

20t程度の出鉱を見たが，間もなく休山した。昭和26

㊦・　（範　　塑

r失＼写＼
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年関東金属鉱業KKの経営するところとなり，事業が再

開されたが，著しい発展をみずして，昭和27年12月休

山し，現在におよんでいる。

　6．1．3鉱床賦存状況（第2図参照）

　概説　山口部落より相沢漕いに西行すること約2km，

すなわち弓立に本鉱山の主要鉱床が賦存する。主要鉱床

は表山・本坑・表山南方露頭・出沢等の各鉱床よりなり

E－Wの方向約300mの間に亘り，（C）表山附近，（D）

露頭附近，（Eう本坑附近およびその下部，（M）露頭附

近，（L）出沢坑，（K）金ケ淵坑等をと位置する。各鉱床は

雁行状にならぶレソズ状鉱体の集りで，またその集合体

がさらに大規模なレソズ状をとるものと推定される。鉱

床の走向はNWW～SEEおよびE－Wの2系統に区別
され，富鉱部の落しは前者の場合は＄E，後者の場合は

SWWである。EW系統のものはNWW～SEE系統の
ものより規模が大である。鉱床はチャート層と硬砂岩層

との境界近くに胚胎するが，硬砂岩中のものは概して規

　　　　　　　模が大きく，チヤート中のものはお’

　　　　　　　おむね規模は小さく，稼行の対象と

　　　　　　　なるものはない。　一

　　　　　　　　表山鉱床（第3図参照）本鉱床は

　　　　　　　弓立の東端部を占め，南縁はNNW

距　　　　　　　～SSEの方向匠走る垂直な断層を

§．、

一吼、

⑭

聖・

・／マ題
一ぺ9噛・

國鵬匿ヨ与ヤート圏今ヤート．鰯砺．圖鰭翻

國畷国鞍融蝋國ア耀一Rl．潔撫，
，シ　走向傾斜　イ河　断万　　身’　節理、

第3圖　　永野鉱山C．F，H．L坑坑内地質鉱床圖

挾んでチャート層に接し，北縁は走

向E－W，傾斜70～80。Nの層理を

もつチャートを下盤とする。鉱床は

該断層と硬砂岩およびチャートの両

層の境とが交わる点より東方約20

’》30珊の間に亘り走向E－Wの背

斜軸部に鞍状をなして発蓬した鉱体

と推定される。鉱体のほとんどは調

査当時に採掘済となり，鉱山側の話

によれば露天掘の部分はおもに二酸

化（MnO2分を取引の目的とするマ

ンガン鉱石）であつた とのことであ

るQその南北両側は下部にのびる

が，北側は表山大切坑（A）により稼

行され，坑内崩壊のため状況が明ら

かでない。南側の下部はC坑にょり

稼行されているが，その状況は第3

図に示される。表山大切坑およびC

坑等より推定すれば，本鉱床はE－W

の方向に約45mのび，垂直距離は

35m，富鉱部の落しは30～400SE

と推定される。竜頭やその他周囲の

、状況により，本鉱床は畏径約3m，
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厚さ0．5～0．7mの規模の鉱体の集りよりなるものと推

定されるQ、

　本坑鉱床　本鉱床は表山鉱床の西方に位置し，上下2

鉱体よりなり，それぞれ（F）本坑（第3図参照）および

（G）通洞坑（第4図参照）により稼行されているが，両坑

道は連絡していない。上部鉱体は硬砂岩中に胚胎する脈

状の鉱体で走向はほ黛E－W，傾斜は80Q　S，厚さ1m

足らず，長径約13m，短径約8m，富鉱部の落しは70Q

SE内外である。下部鉱体は上部鉱体の下位約30mの

所に位置し，チャート層との境界近くの硬砂岩中に胚胎

し・上盤に油盤を伴なう。主要部の傾斜延長は約12m，

構成する小鉱体g規模は長径4剖5m，短径2．5m，厚

さL5mである○
　表山南方露頭鉱床　本鉱床は表山鉱床の南方（D）露頭

附近に位置する。鉱山側の話年よれば，かつて稼行され

たのは露頭部であつたとのことであるが，調査当時は走

向ほ黛E－W，傾斜60《’700Sのチャート層中に弱いマ

ンガソやけ程度のものが認められたに過ぎない。（E）新

通澗（第5図参照）の坑口より北80m附近が該露頭の下

部に相当し，調査当時は上盤側にがり鉱が残つていた。

その状況より推定すれば，鉱体は延長約5m，．最大鑓幅

1m足らずの鉱体が胚胎していたこととなる。

　出沢鉱床（第3図参照）本鉱床は本坑鉱床の西方に位

置し，かつて相沢谷底に開坑した出沢坑（L）により稼行

されたこと炉ある。鉱床は走向E－W傾斜400Sのチャ

ート層との境界近くの硬砂岩層中に胚胎し，下盤に油盤

を伴なう。富鉱部の落しは60～70Q　SWWと推定され

る。鉱山側の話によれば坑口水準より下位12mまで稼

行され，坑内の湧水がはなはだしいため稼行を中止した

とのことで，調査当時は坑内り大部分は水没のためその

状況が明らかでなかつたQ

　馬頭および金ケ淵の両鉱床

出沢坑の北方に馬頭および金ケ

淵の旧坑があり，調査当時はい

ずれも坑内崩壊または水没のた

め坑内の状況が明らかでなかつ

た。附近の古生層はレソズ状の

硬砂岩を伴なうーチャート層であ

るから，該地層中に鉱床が胚胎

するものと推定される。鉱山側

の話によれば，両坑道とも多少

の鉱石を出したとのことであ

る0

　6．亙、4鉱石

鉱石は菱マソガン鉱を主とす

る灰色系統の炭マンと酸化マソ

ガソ鉱とよりなる。その他にバラ輝石・石英・方解石等

．が認められる。酸化マソガソ鉱は珪石混じりのがり鉱の

形をとるものが多い。鉱山側の話によれば，かつて出沢

坑よりMn40％域上の良質の鉱石が採掘されたことが

あるとのことである。本坑鉱床の上部鉱体および下部鉱

体の見込品位はそれぞれMn38♂》45％およびMn33

％と推定される0

　6．1．5探鉱に対する意見

　表山鉱床より出沢鉱床までの間はすでに大略採掘済と

癒つているので鉱体の残存する部分は出沢および金ケ淵

の両鉱床の西延長部でいずれも谷底水準より下部と推定

される。表山鉱床の東方には富鉱体の賦存は望み薄であ

る0

　6．2　第一尿野鉱山

6．2。1　位置および交通（第1図参照）

旧鉱の位置　栃木県上都賀県永野村黒麦字大林および

　　　　　川久保字大鹿沢

　　　　　．両毛線栃木駅の北方25km’

旧坑に至る径路

　　　　　　　　　　　徒歩→大林の旧坑
　　　　淋駅座→撰ス→ノII久保音5落の［

　　　　　　27km　　　　500m
・　　　　　南端．徒杢→川久保の旧坑

　　　　　　1km

　6．2．2沿革
　昭和の初頭，戸叶亀三郎が川久保の東方直距約700m

大鹿沢の枝沢にマソガン露頭を発見し，竹田春吉と協同

経営し，約5年聞二酸化を日に1．5t出鉱した。二酸化

を大略採掘した後は今井栄之助が鉱区を譲りうけ，・大切

坑水準まで稼行したが，昭和16年松井英太郎の経営に

移り，昭和20年の終戦まで稼行された。昭和27年佐藤
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武馬試掘権再設の上現権者に譲り，時折小規模の探鉱が

行われたが，調査当時は休山中であつた。

　6．2．3　鉱床賦存状況
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　本鉱区内において稼行されたことの

ある鉱床は大林および川久保の鉱床で

ある。

　大林の鉱床（第6・7，図参照）本鉱

床は黒麦の東方約300mに位置し，

珪岩およびチャートを母岩とする。鉱

体ほ走向N50。E，傾斜70－85。Sを

示し，母岩の層理にほ黛平行で，富鉱

部の落Lの方向はSWと推定される。

採掘跡より推定すれば3～4個の鉱体

が稼行されたもののごとくである。各

鉱体の規模は延長5m以下，鑓幅1m

以下と推定される。

　川久保り鉱床（第8図参照）　川久保』

部落の南端附近の東方約1kmの大鹿、

沢の枝沢に，延長約300mの1露頭

がある。該露頭は赤白珪石中に胚胎し

（第9図参照），走向N20～40Q，傾科

30～400Sで，母岩の層理にほ攣平行

である。露頭より下位約60mの所に

大切坑が開坑する。鉱体は同坑口より

南120mの地点に見られる。同坑内

の鑓押の部分はすべて崩壊しているた

めに，その状況は明らかでない。鉱山

側の話によれば，大切坑水準より下位

25mまで稼行されたとのことである。大切坑口より下

位約65mの所には新大切坑がさら㌍その下部の探鉱を

目的として開坑されているが，養鉱していない。

　6．2．4鉱石

翠

Eヨ露蕪蹴

國楓手ヤ尋，

第8圖　第一永野川久保地匪地質鉱床圖
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第9圖　第一永野川久保露頭模式圖

僅かな残鉱と坑外に散在する僅かな「ずり」とより推定

すれば，鉱石は炭ヤンに属し，薄紅色および黄褐色のバ

ラ輝石を伴なつている。盤際等に僅かに酸化マソガソ鉱

が認められる。露頭部（第9図参照）の酸化マソガソ鉱は

赤白珪石より後成であるが，石英脈との前後関係は明ら

かでない。

6．2．5探鉱に対する意見

大林の鉱床に関してほD坑i坑内の着鉱部の東西両延長

部，およびD坑より西方の鉱体の下部の状況を明らかに

する問題が残つている。

川久保の鉱床に関しては大切坑坑内の鑓押の状況を明

らかにした上で，その東西延長上の問題を考え，新大切

坑地並の探鉱を続行すべきである0

　6．3発光路鉱山
　6．3．1位置および交通（第1図参照）

　現場の位置　栃木県上都賀郡粕尾村上粕尾字発光路

　　　　　東武日光線縦山駅の西方23≧m

　現場に至る径路

　　脚駅張計発光騨落銭蓋覗場
　搬出径路

　癩黍藷一発光騨落の鱗暴鑑一撫駅

　6．3．2沿革
　昭和の初め頃，酸化マンガソ鉱を目的に稼行されたと

いわれる。昭和2年から5年にかけて，下部坑道より約

5，000tり炭マソを出荷し，昭和26年に至り鉄興社ρ

経営に移り，4番坑の上部の残鉱の整理を行い，現在に

およんでいる。調査当時は関東金属鉱業KKの経営に属

一
し ていた。

　6』3・3鉱床賦存状況（第10・11・12図参照）

　本鉱山の主要鉱床は発光路部落より百川谷への小祭を

南行すること約1．5kmの所に存在する・調査当時は4『

番坑より上部の坑内において稼行され，その下部は崩壊

のため状況が明らかでなかつた。

　4番坑坑内において坑口より南に約55mの所に走向

N500Eの向斜軸が認められるq主要鉱体はこの向斜軸

の両翼に胚胎し，その北方約10mの地、点1には背斜軸，

また約20mの地点には向斜軸が認められ，軸の方向は

それぞれ：N50Q　Eで，それらの両：翼にもがり鉱よりな

る劣勢な鉱体が必胎する。2番坑および3番坑では上記

の主要鉱体の上部が稼行されている。4番坑より上位20

mの所には1番坑があり，該坑内における主要鉱体の西

端部より・西方約10mの所にN300E方向の背斜軸が

認められる。この背斜軸よりさらに西方約10m附近に．

は1鉱体が胚胎し，現在確認された規模は延長12m最

’大鑛幅1．5m，傾斜延長20mである。上盤は概して粘

土化作用を受け，緑泥石・白雲母等を伴ない，下盤は珪

化作用を受け，珪石・黄鉄鉱等を伴なう（）

　6．3．4鉱石
　鉱右ほ灰白色の部分に青灰色の部分をまだらに混～しる

緻密な灰色系の炭々ゾで，バラ輝石・石英・方解石等を

伴なう。盤際に茶隅色破璃質のペンウイス石を伴なう所

一がある。鉱床の周縁部には石英粒を混える黒色の脆い酸

化マソガソ鉱が多い。出鉱鉱石の見込品位ほMn36～42．

％，Sio220飼40％である。

　L鉱の分析結果は次表に示される通りである。

成分　MnFeCaOMgOSiO2CO2H2餌H20一
含有率（％）40．641．440．50Q．0420．00］6．921。550。16，

　　　　　　　　（分析者　化学課　加藤甲壬）

6．3．5現況

稼行鉱床1，　稼行坑道3

採掘一手掘
選　鉱　簡単なずり抜き手選

出鉱　月産20～40t（Mn35’一40％）

労務者在籍数5

6．3．6探鉱に対する意見

4番坑より上部において未探鉱と考えられる部分は，

1番坑の西端の鉱体の南延長部に相当する。該鉱体に関　　　”

し南鑓押を行う際には母岩の漕曲状況に注意することが
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　　緊要である。4番坑より下部の探鉱に関しては，下部旧

　　坑坑内の状況を明らかにした上で考えるべきである。

　　囁．4大薗川鉱山

　　6．4．玉・位置および交通（第1図参照）

　　　旧坑の位置　栃木県上都賀郡永野村百川

　　　　　　　東武日光線縦山駅の西方23km

　　　　　　　両毛線栃木駅の北西方32km

．　　　，旧坑に至る径路

　　　　　椥駅煮一発光騨落2難m一旧坑また1ま

栃木駅バス→与残』薩董」→旧坑
　　29km　　　　　　6．4km

6．4．2澹革

明治末期すでに稼行されていたといわれるが，大正7

年関矢長治が鉱区設定の上事業に着手し，大正年間に

は約1，000tの酸化マソガソ鉱を採掘し，昭和7～8年

頃には1炭マンと二酸化とを月300t出鉱したが，昭和13

～18年の間は休山した。終戦後関矢等により若干の残

鉱を採掘した模様であるが，調査当時は休山中で湊）つ

た。
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第12圖奮光路鉱山坑内建絡圖

昭和9年以降の出鉱量を示せば下表となる。

19一・2巨7［・8／・gI232引25

6．4．3鉱床の賦存状況（第10図参照）

本地域内のおもな鉱床は東より西にかけで，東坑・八

年’

出鉱量（t）
同上品位（Mn％）

1340

？

30

35

23

28

勲轍観う綱●

53

34

120　40

30～36・40
　　1

5｝

40

重垣・大益南・西坑等の各鉱床が分布する。

本坑鉱床（第13図参照）　本鉱床は地域内の東端に位

置し，塊状のチヤートを母岩とし，走向：N300E，傾斜

800Eの断層に滑う鉱床である。鑓幅1～5cmで，が

り鉱よりな『り，鉱況はきわめて劣勢である。

八重垣鉱床（第13図参照）　本鉱床は東坑鉱床の西側，

百川谷の北翁面に位し，板状チャートを母岩とする。鉱

体は概して走向：N10。E，傾斜700Wで，谷底水準に開

坑する最下部坑より上方へ約30毎の間にかけて稼行さ

れ，最大鑓幅約3mのレンズ状鉱体の集りよりなる。

大益鉱床（第13國参照）本鉱床は八重垣鉱床の北西

方，発光路鉱山の現場の南方，百川谷の南斜面に位置す

る。母：岩は板状チャートである。走向N40σE，傾斜

800Wの鉱体よりなり，各鉱体は雁行状にならび，鑓幅

3m以下，延長10～20mの規模を有する。上部坑と下

部坑との垂直距離は約20mである。上部坑においては

40m、以上鑓押されているが，下部坑の場合は鑓押の部

分が約20mで，おおむね喰締り，、鉱況は上部坑より劣

勢である。

、大益南鉱床（第10図参照）本鉱床は木益鉱床のほ黛

南延長上，百川谷の北斜面に位置する。母岩は板状チヤ

ートで，露頭はN10～20。Eの方向に30m以上も追

夫益疏上辞坑蓮

劣
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跡され，傾斜は700W，平均鑓幅は約0．7mである。

　西坑鉱床（第10図参照）　本鉱床は大益鉱床の西方，

百川谷の南斜面に位置する。母岩は板状チャートで，『最

大鑓幅は0．7mであるo谷底1水準以上の部分は採掘済

であるQ

　その他の鉱床（第10図参照）　大益南鉱床の東方約50

m附近および西方約20m附近にマソガソやけが認め

られ，後者の場合には黒錯盤を伴なう。

　6．4．4鉱石
　鉱石は発光路鉱山の鉱石に似ており，おもに灰色系の

炭マンよりなる。おもなマソガン鉱物は菱マンガン鉱・

．酸化マソガソ鉱・バラ輝石等である。事務所跡に散在す

る鉱石中には前記の鉱石鉱物のほかに，黄銅鉱・黄鉄鉱

・等が認められる。

　6．4．5探鉱に対する意見

　調査を実施した鉱床中最も期待されるのは大益鉱床で

ある。本鉱床では下部および北延長上に今後の探鉱問題

が残されている。断層に漕う鉱床は概して規模が小で，

将来性がないようである。八重垣および西坑の両鉱床は

今後谷底水準以下の部分に重点をおき，探鉱しなければ

ならぬ。本地域内には未調査鉱床が多数賦存するから，

その状況を明らかにし，採掘しうる鉱量の確認を計らな

弍ければならぬ。

　6．5笹平鉱山
　6．5．重　位置および交通（第1図参照）

　現場の位置　栃木県上都賀郡粕尾村上粕尾字笹平

　　　　　　東武日光線縦山駅の西方20km

　現場に至る径路

6．5．3鉱床賦存状況（第14図参照）

本鉱山の稼行鉱床は粕尾川を隔てた笹平部落の対岸に

ある・鉱床は硬砂岩の薄層を伴なう赤色チャート層中に

癒嘱焼

射立ノ緩試，断面図

　　　　　　轟o　　　　　　監・o　　　　麦・o　　　　　　『

』一一』■　　　　　＿＿

圃　憂マソ　　　ニ＝
匿コ　κ鱗看・磯

国脚購　一二㎜　壽邑薮岩　　二r＿　ρ

匿⊃　マンがノ鋤し

巨ヨ　巻色彦岩

囲　働　　帰

　　　　　　勘

第14圖笹李鉱山地質鉱床圖，

胚胎L，走向N30《・40。E，傾斜はおおむね南落ち，雁

行状に配列する鉱体の集りであつて，鉱体の下盤側の凹

凸の度が著しい。各鉱体の規模は延長5～10m，傾斜延

長5《・10m，最大鑓幅1．5mで、確認された鉱体は10，

i数個に蓬する。

　6．5．4鉱石
　鉱石はおもにバラ輝石・菱マソガン鉱等よりなり，盤

際等に黒色酸化マンガソ鉱・黄鉄鉱等を伴なう（第14図

参照）。

　出鉱鉱石の品位はMn30～40％，Sio220・》40％程

年 犀醐い71・8

出　鉱　量（t）

・同上品位（Mn％）

61

38

194

36

186

36

4gl2・i2・［22123

50

39

165

？

5
38

34

37

30

35

24125、126i27

搬出径路

椥畷，k計笹平雛覗場

現場需一笹平癒誰細駅

　6．5．2滑革

　大正6年粟野の大島某が発見，鉱区を設定し，二酸化

を出鉱した。その後大山某・毛塚某を経て昭和17年6

月花崎操に移り，第2次大戦中は年産2GO　t程度の出鉱

を見，終戦後も残鉱整理程度の稼行を続けてきたが，昭

和27年6月に至り休山した。昭和27年12月中島鉱業

株式会社の経営に移り，事業再開し，機械掘を始めて現

、在におよぶ。

　花崎時代までの串鉱量は上表の如くである。

65

28

332

37

143

35

65

39

度と見込まれる。

　採取したアヅキの上鉱を分析した結果は次表の通りで・

ある。

　成分　　Mn　Fe　CaO　MgO　SiO2CO2H20＋H20＿

含有率％44．712．231．16．0．0613。6012251．050。20

　　　　　　　　　（分析者　化学課．加藤甲壬）

6．5．5現況

稼行鉱床1，　稼行坑道　L

採掘　機械掘動力：25耳p空気圧搾機1台
選　鉱　　簡単なrずり」ぬき手選

出鉱　月30～50t（M阜3G～40％）

労務者在籍数　33
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　6．5．5探鉱に対する意見

　通洞坑地並に南延長上の状況を明らかにし，特に富鉱

部の落しおよび品位の変化等に留意し，通洞坑地並より

下部の探鉱を行うべきである。他方休止鉱床の状況を明

らかにし，再検討を行う必要がある。

　6．ε宝沢鉱山

　6．6．亙位置および交通（第1図参照）

　現場の位置　栃木県上都賀郡粕尾村上粕尾字鳥飼場

　　　　　東武日光線縦山駅の西方25km

　現場に至る径路

　　　　　蜘駅溢一発光騨落盤覗場

　搬出径路　　　現場人背→県道傍上ラヅク→縦山駅、．

　　　　　　　200m　　　　　27km
　6．6．2漕革
　昭和171年頃桐生の福田孝一郎が初めて稼行し，約360

t（Mn35％）の出鉱を見た』昭和18年2月矢野久左衛

門の経営に移り，発光鉱山と称し1約500t（Mn38％）

の鉱石を出したが，昭和25年試掘期間満了となり，昭

和27年11月永原具和が鉱区再設定の上，現権者に譲

り，事業を再開して現在におよぶ。

　6．6．3鉱床賦存状況（第15図参照）

　本鉱肉のおもな鉱床は発光路部落の西方約1kmの粕

尾川北岸に位置する。鉱床は粘板岩り薄層を伴なうチャ

ート層中に胚舶し，鉱体は母岩の層理にほ黛平行であ

る。A坑以南の鉱床はいずれも走向N40～500W，傾斜

70・》80。：Nで，雁行状に配列する鉱体の集合よりなる。・

また鉱体および母岩ほ石綿を伴なう角閃石石脈により釘

られている。

調査当時の稼行してい・た鉱床はA坑鉱床で，主として

A坑坑内において稼行されていた。該鉱床は走向N50σ

Wおよび：N200Eの断層により数多く切られるが，そ

の「ずれ」は数m以内である。最大鍾幅は約1mで，東

西方向に約30m鐘押しされている。A坑坑口の下位4

mの地並に開坑する通洞坑は走向：N700E，幅数cm

の粘土脈を追跡し，．東・南・北の3引立附近においてA

坑鉱床関係の鉱体に着鉱している。またA坑坑口附近に

おいてA坑鉱床は走向N700Eの断層によつ七切られ．

その一部は西側にずれている。

　A坑坑口より南方25mの粕尾川畔に位置する鉱床は

A坑鉱床と同様な形態の鉱床で，A坑鉱床同様に優勢な

鉱況を示している。A坑坑口より南10mの地点にはR

坑坑口がある。B坑坑内においそ探鉱された鉱床は，

1～2cmの幅をもつ粘土ないしがり鉱からなる細脈であ

る。A坑坑口より北5mの地点にC坑坑口があるo　C坑

坑内において鑓押されたC坑鉱床は走向N100W，傾斜

80。Nの2鉱体よりなり，C坑北引立附近においては走、

向N400Wの断層年より切断されている。

6．6．4鉱石

鉱石はおもに菱マンガソ鉱およびバラ輝石よりなり，

石英・方解石・鉄閃亜鉛鉱・黄銅鉱・黄鉄鉱・緑マソガ

y鉱・マソガン柘榴石・ぺyウイス石等を伴ない。「あ，、

づき」系の炭マンおよび「ばらき」がおもな鉱石であるα

奨賢鑛床図 墨・一Q嬉婁弐鶴面図
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第15圖　宝沢鉱山地質鉱床圖
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黒色のハウスマシ鉱らしい鉱物と茶階色の粟色炭マンと

が縞模様を示す部分がある。鉱石は上記のごとく硫化物

および珪酸塩の鉱物を伴なうことが多く，概して珪酸分

が高い。出鉱鉱石の品位はMn20～40％，SiO220～50

％と見込まれる。

　上鉱の分析結果は次表に示される通りであるQ

　成分　　　箪n　Fe　CaO　MgO　SiO2CO2H20＋H20一

含有率％35。775・230・080・0725・24工2・832・530・24

　　　　　　　　　　　（分析者　化学課　加藤甲壬）

　6．6．5現　況

　稼行鉱床　1，稼行坑道　2．

　採掘　　手掘

　選鉱　簡単な「ずり」抜き’手選

　出鉱　　月産20t（Mn30～4σ％）

　労務者在籍数3

　6．6．6　探鉱に対する意見

　A坑鉱床の西延長上の状況を明らかにし，その結果を．

侯つて下部探鉱を試むべきである。また他方粕尾川畔の

露頭およびA坑鉱床とに平行な新しい鉱床を把握するこ

とにつとむべぎである0

　6．7　高竿鉱山

　6．7．1位置および交通（第1図参照）

　現場の位置　栃木県上都賀郡加蘇村上久我字馬返し，

　　　　　　藤蔓沢一

　　　　　　　日光線鹿沼駅の西方忽km

　現場に至る径路
東武日光線新鹿沼駅バ　ス→加蘇鉱業前徒歩→現場
　　　　　　　　　15．5km　　　　　　O．7km

搬踏路現場端蓋蜥積込場冒器一鹿沼駅

　6．7．2滑革
　昭和15年すでに稼行した記録があり，その後永田宏

弘が昭和16年東加蘇鉱山の平田某より譲り受けた。永

田時代には5号坑をおもな出鉱坑道にした。昭和25年

鉱業権が早川武義に移る頃より電力化を行い。主力を5

号坑に注いだ。昭和27年5月より伊東芳松の経営に移

り，8号坑を開坑し，さらに大切坑を掘進し，現在にお

よぶ。第二鉱床は昭和17～20年頃草野某により稼行さ、

れ，相当の出鉱を見たといわれる。永田時代以後の出鉱

量は下表のごとくである。

　6．7．3鉱床賦存状況（第16図参照）

　概説　鉱床は板状チャート中に胚胎し，下盤はおおむ

ね珪化作用を受け，．角礫状構造をとる場合が多く，上盤

はおおむねきわめて弱い粘土化作用を受けているが，局

部的に油盤を伴なつているρ鉱床を構成する各鉱体は母

岩の層理を切り，．雁行状に配列し，傾斜は郭おむね70～

800Sであるが，1号坑坑白寄りの鉱体のみは70QNの

傾斜をとる。富鉱部の落しは傾斜の方向に対し東に最大

30。偏する傾向がある。

　鉱床を構成する鉱床のあつまり方には1つの傾向が認

められる。すなわち鉱床中において2～5鉱体がほとん

ど近接して1つの鉱体群をつくるが，その相互の間隔は

比較的に開く傾向がある。8号坑および川向坑坑内にお

いて認められる鉱体群の方はこの例である。

　東西および南北またはそれらに近い走向をとる断層に．

滑うている鉱体は延長5m以下，．鑓幅工m以下の規模

を示し，概して鉱況劣勢である。第一鉱床の北端岸附近

の東西性の断層に滑う場合，および曲手附近の南北性の

断層に沼う場合がこの例’であるo

　おもな鉱床は藤蔓沢の西斜面の第一鉱床，荒井川南岸

の第二鉱床である。

　第一鉱床（第17・18図参照）第一鉱床は調査当時は8

号坑坑内において稼行されていた。同坑内において76m

以上の鑓押が行われ，その走向は：N800E～E－Wで，

延長35mと38mの2鉱体群に分けられる。西鉱体群

の西端は8号坑り西引立附近の地点となる。西引立の模

様は鑓幅50Cm，傾斜55。Sであり，一まず喰締つた形

である。8号坑地並の状況は西鉱体群の東端および東鉱

体群の西端の鉱体がそれぞれ下部に突込む以外は，大体

喰締りの状態を示す。8号坑の上位12mの5号坑坑内

においても，朗らかに2鉱体群の状況が認められる。鉱

山側ρ話によれば，5号坑坑内の鑓押掘進延長は8号坑’

坑内の現状より延びているとのことであるが，途中崩壊

のため5号坑西引立の状況は明らかでない。同坑坑内に

おいては西進するに従い富鉱部が上昇する傾向がある。

第一鉱床の露頭は8号坑より約35mの上位に位置す

る。該露頭は1号坑坑口附近にあつて，走向N70。W

の断層に滑い延長約5m，最大鑓幅　1mの鉱体より

なり，幅約i　mの断層粘土層を伴なう。　8号坑地並よ

り約10m下位の大切坑は，8号坑坑内において把握さ

れた東欽体群の西端の鉱体の下部に向つて，約23m掘

進されている。着鉱までの推定距離は約100mと計算

される。大切坑地並より約15m下位に大通洞が開坑さ

年

出　鉱　量　（t）

同上品位（：Mn％）

昭綱・7

400

33

756

36

・81・9

1・375i825

　40　31

2・’剛22123t241251『26127、
・，・00、・851

　37　　36
　　　　　『

48・IL・83旨25・182・

4・14・13838
807

32
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れ，：大切坑の場合と同様な地点に向つて掘進され，潜鉱

までの距離は約100m冒と推定されるQ、

　第二鉱床（第19図参照）荒井川を挾んで藤蔓沢口の9

’対岸に第二鉱床があり，川向坑により稼行されたことが

ある。すなわち同坑坑内において100m近くの鑓押が

行われ，さらに下部坑道も掘進されているが，水没のた

め下部の状況は明らかでない・川向坑地並より上部は大

体採掘済となつている。川向坑地並において延長42m

および55mの2鉱体群が認められる。東鉱体群の東端

部近くは幅50cmの断層粘土層を伴なう走向N300E，ド

傾斜400Eの断層により切られ，東側が数mずり落ち

ていると推定ざれる。．西鉱体群の西端は走向E－W，傾

斜70。Sの断層により切られている。川向坑坑口の西

方約200～260mの間に胚胎する鉱体群（第三加蘇鉱山

鉱区内にあるもの）は，第二鉱床と一連の関係にあるも

のと推定され1上記の走向E－Wの断層により，川向坑．

坑内において認められる西鉱体群に対して西方に約20

mずれている関係になる。富鉱部の落しは傾剰の方向

に対し束に偏する傾向がある。

その他の鉱床藤蔓沢口の北方約．660mの鞍部に粘

板岩とチャートの両層の境界に，2鉱体が：N60。Eの

方向の向斜軸の両側に賦存する。その規模は延長5m，一

最大鑓幅2mで，操業当時掘下りが行われたが，崩壊

のために下部状況は明らかでない。

　5号坑坑口の東方55mの所には無名の坑口がある。

（第20図参照）。同坑坑内において坑口より南25塁mΣの

南引立附近においては，2鉱体が出会うのが見られるが

その着鉱状況‡り擬すれば，走向E－W鏑落ち，鉱体

．義i義 番。

匠而一

一存7＝
z－

3硬～

1穫塁
　＼

返

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、謙
　　　　　　　　　　　　　　　　　ドチし　

　　昌鋒糠看　　1　醤妻r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　±筑＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一＼叫
　　　　　　　　　第⑯圖　高李鉱山附近地質鉱床圃

22一（178）



栃木県鹿沼地方マンガン鉱床調査報告（宮本弘道冒・高瀬　博・丸山修司）
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激
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汽

第17圖　高、李鉱山坑内連絡圖

の規模は延長10m以下，鑓幅1m以下となり，優勢　　　として菱マソガソ鉱・テアロ石・バラ輝石・角閃石・輝

な鉱況とはいえない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　石・マンガン柘榴石等よりなり，8号坑地並の鉱石中に

［6・7・4鉱　石　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は相当多量の硫マソガソ鉱を伴ない，また下盤側および

鉱石は「ばらき」およびrあづき」系の炭マソが多く，主　　　下盤中には相当多量の柘榴石が混じる。盤際等には最大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23一（179）
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蕪土誉

　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　、磁φ翻繍

　　　　　　　　　　　　　　　　嚇ノ

第18圖　高李鉱山8號坑坑内地質鉱床圖
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第16圖　高李鉱山無名坑坑内地質鉱床圖
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第20圖　高李鉱山川向坑坑内地質鉱床，圏

24一（180）



栃木県鹿沼地方マ：ソガン鉱床調査報告（宮本弘道・高瀬　博・丸山修司）

幅2・》3cmの酸化マソガソ鉱が認められ，小規模の鉱

体はがり鉱よりなるものが多い・脈石とLて鉄閃亜鉛鉱

・黄銅鉱・黄鉄鉱・石綿・石英・方解等があげられる。

8号坑地並における鉱石の平均見込品位はMn30～40

％と推定される。

　8号坑坑内において採取した鉱石の分析結果は下表の

通りである。

分・析結果

アラバソト鉱
の多い鉱石

本鉱山の主要鉱床は西延長上および下部に対して，［最

も期待がおけるものと思われるから，第一鉱床に関して

は8号坑の西延長上および大切坑地並の状況の把握につ

とめ，、第二鉱床は富鉱部の落しを考慮に入れて川向坑地

並より下部の探鉱を計画すべき’である。第一鉱床の西延

長部の探鉱に対しては物理探鉱による方法も考えられ

る。大通洞の稼行は大劫坑の掘進結果を侯つて考えるべ

き・蓬〉のと思うQ

Mn
FeO
Fe203

AI203

CaO

MgO
Sio2

CO2

H20＋

H20＿
S
SO3

ばらき

32．57’

1。72

0．96

0．77

4．51

2。43

40．78

5．01

0．59

0．83

2等鉱
34．55

4．75

3．11

8．05

3．01

22．44

12．06

0．44

0．64

0。27

44．74

3．31

1．94

1。98

2．45

13．10

6．08

0．56

0．51

16．08

0．58

（分析者　化学課　加藤甲壬）

6．7．5、現況

稼行鉱床　1，稼行坑道　2，鋤弱　4．

採掘，上向階段掘・機械掘

　　　空気圧搾機　2台，ともにβ0耳p

選　　鉱　次に示される方法により選鉱される。

水

　採掘鉱石
　　　↓
Blake　Crusher（動力4Hp石油発動機）

　　　↓
　→二段箭
　　　1

↓

箭上
↓

手選
↓

↓

精鉱

　↓3Cn㊤目膏竃「ぐ
　↓
手動ジガー

　↓
↓　↓　　　↓
ずり精鉱　　ずり

　↓
1cm目節下
　↓
　獲石

精鉱の種類　1等鉱　Mn40％以上

　　　　2等鉱　　Mn35％以上

　　　　ばらき　Mn35％以上
2等鉱：ば1らき＝3二7の割合に出鉱しているo

出　　鉱月産100t
蓬鉱先　　日本鋼管KK：鶴見工場

労務者在籍数　40名（内女子9名）

6．7．6　探鉱に対する意見

7．結　論

鹿沼地方のマどガン鉱床の調査結果は次のごとくまと

めることができる。

1．本地域内に発達するマンガン鉱床は，古生層中に

胚胎する裂罐充揖性ないし交代性の熱水鉱床で，高温型

と低温型とに分けることができる。高平・笹平・宝沢等

の各鉱肉の鉱床は前者であり，発光路・永野・第一永野

・大百川等の各鉱山の鉱床は後者に属する。発光路附近

の粕尾川筋がほ黛両型o鉱床の賦存境界をなし，北東方

には主として高温型，南方には主とし宅低温型が分布す

るQ

2．地域内では鉱床の規模は延長50mに達するもの

は稀で，最も大なるものの例に高平鉱山の第二鉱床があ

り，約97mである。その他は構成鉱体の延長は5～20

mのものが最も多く，永野鉱山の場合はなおこれより
規模力§4∫、さ、！』・0

3．構成鉱体の集り方はおおむね雁行状を示す。

4．断層に沿う鉱床は概して規模が小さく，鉱況劣勢

の傾向があるが，永野鉱山の表山鉱床の場合は例外であ

る0

5。百川谷の一部を除いて他の各鉱床では，富鉱部の

1落しはおおむね鉱床の傾斜の方向に対し東方に偏する傾

向がある。

6．構成する主要なマシガン鉱物は菱マンガソ鉱およ

びバラ輝石である。バラ輝石を比較的多量に伴なう鉱石

は高温型の鉱床において認められる。また高盗型の鉱石

には他にテフロ石・輝石・角閃石・・マソガン柘榴石等の

種々の珪酸塩鉱物が多く混じり，Sio240％以上に達す

る部分が多い。低温型の鉱石はおおむね灰色系の炭マン

で，Mn45％以下と推定される・

7．高温型の鉱床の母岩は熱変成作用を受けることが

比較的著しく，特に高平鉱肉附近においてはなはだし

く・発光路附近の粕尾筋の笹平および宝沢の各鉱山の母

岩は僅かながら熱変成作用の影響が認あられる。調査鉱

床中低温型と、思われる鉱床の母岩はほとんどその影響が

認められないo
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　8・調査鉱床中谷底水準またはそれに近い所まで採掘

された鉱床は，永野鉱山の鉱床・八重垣鉱床・西坑鉱床

・高平鉱山の第二鉱床等であるが，なかには下部に至り

良質の鉱石が胚胎されることもあるから，そのようなも

のに対しては谷底水準より下部への探鉱を考えねばなら

ぬ。谷底水準以上にあつて，延長または下部への探鉱を

行う必要があると，思われるおもな鉱床は，川久保鉱床・，

発光路鉱山の車要鉱床・笹平および宝沢の各鉱山の稼行9

鉱床・高平鉱山の第一鉱床等である。今回の調査鉱床中

将来に最も期待のおける鉱床は，高平鉱山の主要鉱床と

思われる。

　　　　　　　　　　　　（昭和28年2～3月調査）
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